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悲
し
い
夏 

 

運
転
者

金
原
健
一

「
あ
ら
、
遅
い
じ
ゃ
な
い
の
」「
す
み
ま
せ
ん
、
道
が
わ
か
ら

な
く
て
・
・
・
」
と
、
そ
ん
な
失
敗
が
幾
度
か
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ブ
活
動
を
始
め
て
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
、
そ
の
年
の
五
月
に
自
宅
で
介
護
し
て
い
た
母

を
看
取
り
ま
し
た
。
夫
婦
だ
け
の
生
活
と
な
り
時
間
的
に
余
裕
が

出
来
た
の
と
、
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
併
せ
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行
を
希
望
し
た
理
由
は
、
現
役

時
の
経
験
を
活
か
せ
る
、
の
軽
い
思
い
か
ら
で
す
。
待
ち
時
間
は

読
書
や
散
歩
に
活
用
で
き
る
こ
と
も
利
点
の
一
つ
で
す
。
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、
予
め
地
図
・
ル
ー
ト
を
調
査
し
て
お
く
こ
と
、

運
転
は
安
全
・
防
衛
運
転
に
徹
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
利

用
者
様
と
は
傾
聴
に
努
め
て
い
ま
す
。
大
変
な
苦
労
話
に
感
銘
す

る
こ
と
度
々
で
す
。

今
年
七
月
、
そ
の
日
は
早
朝
か
ら
ヘ
リ
が
一
日
中
飛
ん
で
い
ま

し
た
。
大
変
な
悲
劇
が
起
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
社
会
が
向

上
し
た
と
は
い
え
、
未
だ
い
じ
め
や
優
性
思
想
、
純
血
主
義
を
唱

え
る
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何

か
？
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
を
通
し
て
皆
様
と
考
え
て
い
こ
う
、
と
つ

く
づ
く
思
う
の
で
す
。

鬱
陶
し
い

う

っ

と

う

し

い

こ
と
が
多
い
夏
で
し
た
。

ハンディキャブ運転・介助ボランティアさん募集

ハンディキャブ（福祉車両及び自家用車を使って、歩行困難な方々の外出を支援する活動）の運転者・

介助者を募集しています。これらの募集について、相模原市社会福祉協議会／ボランティアセンターや

さがみはら市民活動サポートセンターの皆様をはじめ多くの方々にご協力いただいています。

吉留
よしどめ

副会長作成のポスター（自作イラスト付き） 「いるかバンク通信」に掲載していただいた募集記事

仲
間

相模原ボランティア協会

運転・介助のお手伝い
日時：日～土曜日午前 8：00～18：00 の間で、

   利用者の希望時間とボランティアの

   都合を調整。

内容：歩行困難な方を病院などに送迎。

運転ボランティア

・協会所有の福祉車両または、ボランティアの

自家用車での活動。

※運転ボランティアで、福祉有償運送運転者講習

を受講をされてない方は、今後受講が必要です。

介助ボランティア

・車いす利用者の車両への乗降介助。

問合せ：相模原ボランティア協会

電 話：０４２－７５９－７９８２

十
一
月
、
国
認
定
運
転
者
講
習

お
知
ら
せ

新
た
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
活
動
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
「
運
転
者
講
習
」
の
修
了
資
格
が
必
要
で
す
。（
詳
細
後
報
）

左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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